
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             学 校 だ よ り 
            き  た    こ        い   わ 

           北小岩 
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令和６年度  

Ｎｏ，１０（６４３号）２月号 

令和７年１月３１日発行 

江戸川区立北小岩小学校 

校 長  藤島 寿晴 

 

新聞から学ぶこと 

校長 藤島寿晴 

 

新聞を子どもたちのもっと身近なものにというねらいで、現在江戸川区内の小中学校には、区内新

聞配達店より複数の新聞が配られています。本校には、朝日新聞、読売新聞、産経新聞の三紙が基本

毎日届けられています。小学生でも読みやすい「小学生新聞」も二週に一度程度のペースで届けられ

ていて、学校図書館（図書室）に新聞コーナーを作って置いています。本校の学校図書館（図書室）

は小岩図書館のサテライト図書館になっていて、外部の方も利用できるので新聞が置いてあれば、利

用者の方に喜ばれるかなという思いも新聞コーナー設置の理由のひとつです。先日、全校朝会で児童

にさかなクンのインタビュー記事を紹介したので、その後に関心をもってくれた子もいたようです。

忙しい学校の先生たちも、三紙読むことは日常的にはまず無いだろうと思うので、私が三紙に目を通

して、学校教育に関連した記事や同じテーマでも新聞社によって主張や論評が異なる記事をスクラッ

プしています。記事の切り取り方が新聞社によって見事に違うところが、先生たちだけでなく子ども

たちや保護者・地域の方々にも分かってほしいと思っています。 

私たちは新聞やＴＶニュースの報道を目にして、起きた出来事を知ります。それを「事実」と言い

ます。その事実には様々な背景があり、たいていの場合、関係する人がそれぞれ事情を抱えての「立

場」によって、その事実の見え方は変わってしまうということです。これを「真実」と言います。事

実の見え方の違いはひとつの出来事に対してＡという事実とＢという事実が同時に起こりうるとい

う事象を発生させます。さらに混乱させる要因が、「正しい」「間違い」や「よい」「悪い」という

二項対立の価値の存在です。立場が違えば、正しいと間違いが逆になることもあります。ですからＡ

の事実とＢの事実では正誤や善悪がそれぞれ逆になってしまうことがあるのです。人が二人以上いれ

ば、その間に起こる事実はひとつしかないということはあり得なく、関係する当事者がその起こるも

のとどう関わっているかによって、見え方が複数できていくのは必然と思っていただいてまず間違い

はありません。このことは学校において児童の間でも、教職員間でも、児童と教職員、保護者と教職

員、家庭に至っては親と子の間でも起き得るわけですから、「自分が絶対に正しいんだ」とか「これ

が（唯一の）正解なんだ」という姿勢で対峙すれば、たいていの場合上手くいくわけなくトラブルに

なるのは必然と言えるでしょう。『確証バイアス』という心理学用語があります。人は自分の思い込

みや考えに合った情報しか求めない偏った傾向のことを指します。程度の差はあれ、すべての人間の

施行に起こりえることで、このこと自体に問題はありませんが、先に述べた通り、対人関係ではトラ

ブルになることがしばしば見られます。では、それを防ぐためにはどのような対策があるかといえば、 

・多様な視点を取り入れること 

・異なる意見や情報源を活用し、自らの立場に挑戦する姿勢をもつこと 

・情報を客観的に検証し、信頼性のあるデータに基づいて判断すること 

など 

が重要だとAIが回答してくれました。これからの世の中、なんでもAIが教えてくれるなら、新聞な

どの報道も要らなくなるんじゃないかと思います。でも私たちは人間として自分で物事を考え、学ぶ

生き物ですから、新聞という媒体からいろいろな情報を学び、考えることを放棄することは決してな

いということを子供たちに知っていてほしいと思います。 
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 ◎生活目標・・・安全に登下校しましょう        
 ◎安全目標・・・きまりを守って生活しましょう          

 ◎保健目標・・・心も元気に過ごしましょう           

 ◎給食目標・・・バランスのとれた食事を考えましょう 

２月の行事予定       

 曜 行事 

１ 土  

2 日  

3 月 全校朝会  ウインタースクール    ＡＬＴ 

4 火 ウインタースクール       ＳＣ ＡＬＴ 

5 水 Ｂ時程５時間授業 ウインタースクール     

6 木 音楽集会 

7 金 わくわくタイム ４年食育授業 １年保育園交流 

8 土 ハートフルフェスタ 

９ 日  

10 月 全校朝会 安全指導 委員会活動    ＡＬＴ 

11 火 建国記念の日 

12 水 わくわくタイム      

13 木 Ｂ時程午前授業 

14 金 １・２年午前授業 新１年生入学説明会 

15 土  

16 日  

17 月 全校朝会 心理士来校日 クラブ活動  ＡＬＴ 

江戸川っこなわ跳びウィーク(～28日） 

18 火 ＳＣ ＡＬＴ 

19 水 ６年防災フェスタ  

20 木 避難訓練 北小岩タイム１年 

21 金 ６年生を送る会 

なかよし班給食 なかよし班遊び  

22 土  

23 日 天皇誕生日 

24 月 振替休業日 

25 火 全校朝会               ＡＬＴ 

26 水 PTA読み聞かせ 

27 木 児童集会 

28 金 1～５年Ｂ時程５時間授業 卒業を祝う会 

３月の予定   

１２日：保護者会 Ｂ時程 

１７日：１～４年午前授業 卒業式予行 

２１日： 午前授業 給食終 

２４日：卒業式（１～4年休み）  

２５日：終了式・離任式  Ｂ時程午前授業 

 

２月の目標 

1校内書き初め展      

   書写部  

 

 先日の学校公開では校内書き初め展をご覧い

ただきありがとうございました。いつもとは違

う雰囲気の中で集中して書き上げた作品はいか

がでしたでしょうか。３年生以上の金賞受賞児

童のうち１名が学校代表として区の書き初め展

へ出品され、総合文化センターに展示されまし

た。１階玄関前に掲示していますので、学校に

お立ち寄りの際は是非ご覧下さい。来年度もの

びのびとした元気な字を見せてくれる事を楽し

みにしています。 

長縄週間・長縄集会   
体育主任  

 

１月20日(月)～30日(木)に、全校で長縄

週間を実施しました。長縄週間は、「運動に

親しみながら調整力や巧緻性を育むこと」

「学級の一体感を高めること」を目的とし

ています。各学級、記録の更新を目指して友

達と協力し、練習に励む姿が見られました。 

30日(木)には、これまでの練習の成果を

試すべく長縄集会が行われました。どの学

年・学級も自分たちの記録を一回でも更新

しようと全力で取り組む姿を見ることがで

きました。 

長縄週間・長縄集会を通して、体力向上だ

けでなく、友達と関わり合いながら一つの

目標に向かって努力する大切さも学ぶこと

ができました。引き続き、運動を[する][見

る][支える][知る]といった様々な関わり

方を身に付け、運動を通して心身を成長さ

せられるよう学校全体で指導を続けて参り

ます。ご家庭でもぜひ話題にしてみてくだ

さい。 


